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表１　対象者の基本属性
性，n（%） がん看護に関する研修経験，n（%）
男性 26（50.0） あり 11（21.2）
女性 26（50.0） なし 41（78.8）
年齢，n（%） 家族にがん患者，n（%）
30歳未満 7（13.5） いる（いた） 6（11.5）
30歳代 15（28.8） いない 46（88.5）
40歳代 21（40.4） がん入居者のケア経験数，n（%）
50歳代 7（13.5） 11名以上 0
60歳代 2（ 3.8） 6 ～10名 9（17.3）
資格，n（%） 1～ 5 名 7（13.5）
介護福祉士 11（21.2） 0 名（なし） 36（69.2）
介護職員初任者研修修了者 41（78.8） がん入居者のターミナル期ケア経験数，n（%）
介護士経験年数，n（%） 11名以上 0
1 年未満 23（44.2） 6 ～10名 0
1 ～ 2 年未満 15（28.8） 1 ～ 5 名 9（17.3）
2 ～ 3 年未満 11（21.2） 0 名（なし） 43（82.7）
3 ～ 4 年未満 2（ 3.8） がん入居者の看取り件数，n（%）
4 年以上 1（ 2.0） 11名以上 0
勤務体系，n（%） 6～10名 0
常勤 29（55.8） 1 ～ 5 名 6（11.5）












をとるようにしている 11（21.2） 12（23.0） 16（30.8） 13（25.0）
がんターミナル期の入居者の家族と積極的にコミュニケー
ションをとるようにしている 9（17.3） 9（17.3） 19（36.5） 15（28.9）
がんターミナル期の入居者と積極的に関わるようにしている 7（13.5） 13（25.0） 21（40.3） 11（21.2）
2 ．症状観察
がんターミナル期の入居者を把握している 9（17.3） 16（30.8） 25（48.1） 2（3.8）
がんターミナル期の入居者の痛みについて観察している 4（7.7） 8（15.4） 30（57.7） 10（19.2）
がんターミナル期の入居者の食事摂取状況について観察し
ている 1（1.9） 8（15.4） 29（55.7） 14（27.0）
がんターミナル期の入居者の抗がん剤の内服について観察
している 1（1.9） 7（13.5） 24（46.2） 20（38.5）
がんターミナル期の入居者のせん妄について観察している 0 7（13.5） 29（55.7） 16（30.8）
がんターミナル期の入居者の呼吸状態を観察している 1（1.9） 7（13.5） 19（36.5） 25（48.1）
がんターミナル期の入居者の倦怠感について観察している 2（3.8） 10（19.2） 14（27.0） 26（50.0）
3 ．チーム医療
がんターミナル期の入居者の症状緩和の方法について話し
合っている 4（7.7） 5（9.6） 20（38.5） 23（44.2）
がんターミナル期の入居者の痛みについて話し合っている 2（3.8） 9（17.3） 22（42.4） 19（36.5）
医師は積極的にがんターミナル期の入居者と関わるように
している 7（13.5） 11（21.2） 19（36.4） 15（28.9）
看護師は積極的にがんターミナル期の入居者と関わるよう
にしている 5（9.6） 10（19.2） 24（46.2） 13（25.0）
介護士は積極的にがんターミナル期の入居者と関わるよう
にしている 11（21.2） 6（11.5） 17（32.7） 18（34.6）
多職種で入居中のがんターミナル期の入居者のケアについ
て話し合っている 11（21.2） 9（17.3） 20（38.5） 12（23.0）
















































































































2 ）Greer,SE.,Goodney,PP.,Sutton,JE.,et al: Neoadjuvant 
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